







Most of the students of the Faculty of Education undergraduate students aim for elementary school teachers after 
graduation. Many students are bothered by mathematics. achievement on mathematics of students and awareness about 
mathematics and clarifying the present situation, we will consider the academic ability of math and mathematics neces-
sary for students aiming for elementary school teachers in the future.
















Consideration on the academic ability of mathematics and mathematics of students aiming 
at elementary school teachers at private universities





















1回目 4月 13日　4月 20日　4月 27日 15日目・16日目 数式の計算，方程式，不等式，関数
2回目 5月 18日　5月 25日　6月 1日 17日目・18日目 平面図形























【１】 ① 単項式の乗除の計算ができる 中 2 80.5％
② 多項式の展開ができる 中 3 95.3％
③ やや複雑な多項式の展開ができる 中 3 85.9％
④ やや複雑な多項式の展開ができる 中 3 81.9％
【２】 ３つの自然数の最大公約数，最小公倍数を求めることができる 小 5 22.1％
【３】 ① 平方根を含む加減の計算ができる 中 3 81.2％
② 平方根の乗除の計算ができる 中 3 78.5％
【４】 ① 因数分解（乗法公式）ができる 中 3 96.6％
② やや複雑な因数分解ができる 中 3 52.3％
③ 因数分解ができる 中 3 38.3％
④ やや複雑な因数分解ができる 数Ⅰ 34.2％
【５】 ① 連立方程式（単純な加減法）を解くことができる 中 2 78.5％
② やや複雑な連立方程式を解くことができる 中 2 73.8％
【６】 ① 二次方程式（因数分解）の解を求めることができる 中 3 69.1％
② 二次方程式（因数分解）の解を求めることができる 中 3 70.5％
③ 二次方程式（解の公式）の解を求めることができる 中 3 69.1％
④ 二次方程式の解を求めることができる 中 3 64.4％
【７】 食塩水の濃度を求めることができる 中 1 40.3％
【８】 ① 一次関数の直線の交点の座標を求めることができる 中 2 76.5％
② 直線で囲まれた三角形の面積を求めることができる 中 2 51.0％
【９】 ① 二乗に比例する関数の比例定数を求めることができる 中 3 81.2％
② 二乗に比例する関数と直線の交点の座標を求めることができる 中 3 46.3％
③ ②の関数でできた三角形の面積を求めることができる 中 3 23.5％
④ ③の三角形を二等分する直線の式を求めることができる 中 3 7.4％
表 2　1回目　テスト内容・学習した学年・正答率
内容 学習学年 正答率
【１】 ① 錯角を使って角度の大きさを求めることができる 中 2 97.9％
② 三角形の内角の関係を使って角度の大きさを求めることができる 中 2 43.4％
③ 錯角，三角形の内角の関係を使って角度の大きさを求めることができる 中 2 68.5％
④ 多角形の内角と外角の関係から角度の大きさを求めることができる 中 2 82.5％
⑤ 円周角の大きさを求めることができる 中 3 76.9％
⑥ 円周角と中心角の大きさから角度を求めることができる 中 3 58.7％
【２】 ① 平行四辺形の中にある三角形の面積比を求めることができる 中 2 25.2％
② 平行四辺形と内部の三角形の面積比を求めることができる 中 2 28.7％
【３】 相似な図形の線分比を求めることができる 中 3 62.9％
【４】 平行線と線分比の関係を理解できている 中 3 55.9％
【５】 ① 扇形の面積，周囲の長さを求めることができる 中 1 21.0％
② 複数の半円の複合図形の該当部分の面積，周囲の長さを求めることができる 中 1 31.5％
【６】 ① 円と接線の位置関係を理解できている 中 3 91.6％
② 円と接線の関係から該当の線分の長さを求めることができる 中 3 86.7％
【７】 ① 長方形を折り返した図形の相似な図形の関係を答えることができる 中 3 82.5％
① の図形の辺の長さを求めることができる 中 3 59.4％
① 三平方の定理を使って線分の長さを求めることができる。 中 3 50.3％
② 指定された三角形の面積を求めることができる 中 3 41.3％
【８】 ① 動点の関係を 2次関数とみなして表すことができる 中 3 52.4％




正答率が 50％より低い問題が全体の 50.7％（67問中 44問）と半数を超えている。このことから数学の学
習内容の定着が不十分であることがわかる。特に 3回目のテストでは正答率が 50％より低い問題の割合が
87％（1回目 29％，2回目 35％）と極端に高くなっている。さらに，正答率が 30％を下回る問題（表 5）が
全体の 13％であり，大きな課題であるといえる。
出題内容 学習学年 正答率
1回目 ３つの自然数の最大公約数，最小公倍数を求めることができる 小 5 22.1％
1回目 放物線と直線によってできた三角形の面積を求めることができる 中 3 23.5％
1回目 上の三角形を二等分する直線の式を求めることができる 中 3 7.4％
2回目 平行四辺形の中にある三角形の面積比を求めることができる 中 2 25.2％
2回目 平行四辺形と内部の三角形の面積比を求めることができる 中 2 28.7％
2回目 扇形の面積，周囲の長さを求めることができる 中 1 21.0％
3回目 正四角錐の表面積を求める 中 3 17.3％
3回目 の三角錐で②を底面とした時の高さを求める 中 3 7.9％







【１】 ① 円錐の体積を求める 中 3 48.2％
円錐の表面積を求める 中 3 30.2％
② 正四角錐の体積を求める 中 3 45.3％
正四角錐の表面積を求める 中 3 17.3％
③ 球の体積を求める 中 1 45.3％
球の表面積を求める 中 1 42.4％
【２】 回転体の円錐台の体積を求める 中 3 37.4％
【３】 ① 切断した三角錐の体積の体積を求める 中 1 36.7％
② 切り口の図形の形を答える 中 1 64.7％
① ①の三角錐で②を底面とした時の高さを求める 中 3 7.9％
【４】 ① 6個の数字から 3つ並べてできる個数を求める 中 2 43.9％
① ①で偶数になる個数を求める 中 2 30.9％
① ①で条件にあてはまる個数を求める 中 2 36.0％
【５】 ① 男女を 1列に並べる際の並べ方を求める 中 2 46.0％
② 女子が連続している並べ方を求める 中 2 53.2％
③ 女子がとなり合わせない並べ方を求める 数 A 3.6％
【６】 ① 3色の玉を取り出す際条件にあった確率を求める 数 A 63.3％
② 3色の玉を取り出す際条件にあった確率を求める 数 A 48.2％
【７】 男女数名から二人を選ぶ際，少なくとも一人は男子が選ばれる確率 数 A 39.6％
【８】 ① ２つのサイコロの和が奇数の確率 中 3 39.6％
② ２つのサイコロの積が偶数の確率 中 3 33.1％
③ 少なくとも１つは 3の目が出る確率 中 3 42.4％


































図 1　「算数・数学の学習が好きか」 図 2　「算数・数学の学習が楽しいか」
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多いと考えられる状況において，数学に対する肯定的な見方が強く，今後この点も考慮しながら学生の指導
にあたる必要がある。
また，今回は 2つの数学に対する意識調査のみであったので，今後は他教科との比較や数学への関心，例
えば数学が社会で役に立つなどの項目を設定した調査を行うことで，より深く分析をすることも必要である。
さらに，数学の成績や数学の入試の有無と正答率との関連などもあわせた調査を行うなどして，より深い分
析をしていく必要がある。
長崎（2010）らは小学校教員養成において中学校数学の学習の補充を考える必要があると指摘しているが，
本学の学生においては，より一層考えていかなければ，教員採用試験を合格することも難しくなると考えら
れる。現在，本学教育学部では，算数・数学の学習に関連がある科目といえば本稿の内容にも掲載した「基
礎演習」「教育学基礎演習」「初等算数」「初等科教科教育法（算数）」（いずれも必修科目）と「数学」（一般
教養・選択科目）の 5科目がある。それぞれの科目も特性があるので，これらの科目だけで補充するのは難
しいであろう。リメディアル教育の必要性も指摘されているが，本学の学生の卒業後の進路のことを考慮す
ると，特に数学に関しては高等学校での学習内容だけでなく，中学校数学の学び直しをどのようにするかを
今後考えていかなければならない。
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